
Customer's Voice 株式会社高速オフセット

新聞印刷と商業印刷を両翼に「発想から
発送まで」カバーする総合印刷会社

株式会社高速オフセットは、新聞印刷から一般

商業印刷まで幅広い印刷事業を展開する毎日新

聞グループの総合印刷会社である。毎日新聞を

はじめ、スポーツ紙や業界紙など数多くの日刊

紙を印刷するほか、自治体・官公庁の広報紙誌、

一般企業の各種販促ツール（カタログ、パンフ

レット、チラシなど）、帳票類、書籍、記念誌・社

史など多種多様な印刷物の企画から編集デザイ

ン、印刷・製本・後加工まで一貫したサービスを

提供している。大阪市北区に本社を構え、大阪、

岡山、関東に合計 6つの生産拠点がある。新聞

オフ輪は 9台、商業オフ輪は 10台、さらに枚葉

印刷機 4台、フォーム印刷機 4台など、プリプ

レスから後加工まで業界トップクラスの設備と能

力を完備し、顧客のあらゆるニーズに対応してい

る。なかでも堺市にある商業印刷部門の中核拠

点、商業印刷センターでは、複数の商業オフ輪を

連結した多ウェブ印刷（4in1、3in1、2in1）や、ワ

ンパスでのハガキ貼付け、ミシン目入れ、グルー

製本など付加価値の高いサービスで差別化を図

り「多ウェブ印刷＝高速オフセット」というポジショ

ンを確立している。新聞印刷と商業印刷というふ

たつの分野で培われた技術や経験を相互に活用

Prosper S10を活用したバリアブル印刷＋2色刷りで、
他社には真似のできない仕事、当社にしかできない
オンリーワンの仕事を目指しています。

しながら、他社にないサービスを次々と生み出し

てゆくのも、同社の強みに他ならない。その延長

線上に、今回のKodak Prosper S10インクジェッ

トプリンティングシステムの導入があった。

西日本初！
商業オフ輪にProsper S10を4台搭載

同社が Prosper S10を導入したのは 2015年

2月のこと。商業印刷センターの商業オフ輪 5

号機の更新にあわせて、隣接する6号機に 4台

（2列×2ヘッド）の Prosper S10が搭載された。

この 5号機と6号機は連結稼働（2in1）によっ

多ウェブ印刷やワンパス加工に続く、新しい付加価値を追い求めて商業オフ輪に

Kodak Prosper S10インクジェットプリンティングシステムを4ヘッド搭載。新聞から

一般商業印刷物まで、斬新なアイデアでバリアブル印刷を積極的に活用。
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て、タブロイド判で最大 16頁の印刷が可能にな

る。今回、Prosper S10を導入した理由につい

て、取締役 印刷本部長 商業印刷センター長の赤

尾一氏は次のように話している。

「今回の機器更新に際しては、5号機と6号機

でどういうシステムを構築するのか、他社にはな

い新しい付加価値の創出ができないかを考えま

した。まずは、現在保有の加工機には無い新しい

機構を取り入れる、すなわち、より複雑な加工で

付加価値を上げるということを検討しましたが、

関西圏はロットが少なく、仕事替えに手間がかか

る加工機で稼働率を上げることは困難であると

いう課題にぶつかりました。その一方、Prosper 

S10はバリアブル印刷が可能で、仕事替えが容

易なので、多品種極小ロットの付加価値向上に役

立つと思い、導入を決断しました」

赤尾取締役が、コダックのインクジェット装置に

着目したのは 4年前に遡る。既設の商業オフ輪

に追加装備できないかを模索していたが、当時

はバリアブル印刷の市場ニーズが充分ではない

と先送りになっていた。その意味で今回は満を持

しての導入となった。機種設定では他社製品とも

比較したが、高速オフ輪に追随できる印字スピー

ド、品質、性能面で満足できる製品は「コダック

しかなかった」と赤尾取締役は断言している。

10段ブチ抜きの見出しや
人物写真をバリアブルで印刷

Prosper S10の導入からわずか 1年で、同社

は独創的なアイデアを活かしたハイブリッド印刷

の仕事を次々と生み出していった。「JP2015情

報・印刷産業展」では、会場で配布された「印刷

タイムス」の紙面でバリアブル印刷によるスタン

プラリーを実施した。これは一面に印字された 3

社のブースを回り、スタンプを集めるとプレゼン

トがもらえるという集客キャンペーンで、2万部

すべてをバリアブル印刷した。会期終盤にはプレ

ゼントが足りなくなるほど好評で、次回に向けた

新しいキャンペーンの企画も進んでいる。毎日新

聞ではスポーツイベントでバリアブル印刷を活用

した広告企画を展開した。ひとつは「社会人野球

大会」の 4頁抜き刷り広告で、紙面左側の柱見

出しが広告主向けにアレンジされている。4種類・

各 1万部と種類は少ないが、10段ブチ抜きの見

出しを Prosper S10で印字して読者の目を釘付

けにした。「バスケットボール女子日本リーグ」で

は、開幕戦の会場で配布する特別版で、広告主

である JX-ENEOSサンフラワーズの選手写真を

バリアブル印刷し大きな反響を呼んだ。

バリアブル印刷プラスαで
自社にしかできない仕事を創出

新聞だけでなく一般商業印刷の仕事でも、店

名差し替えやナンバリングなど実績を積み上げて

きた。商業印刷部 部長の竹林徹氏は「バリアブ

ル印刷がきっかけとなって、引き合いや問い合わ

せ、新規受注にもつながっている」と具体的な成

果を挙げてくれた。

「最初のオーダーは 40店舗の差し替え印刷 2

万部でした。B4判冊子で中とじも必要なかった

ので、オフ輪 2台による多ウェブ印刷で、バリア

ブルから後加工まで一気に仕上げました。そのス

ピードには立ち会われていたお客様も驚かれて

いました。これまでは店舗名を追い刷りして、手

作業で丁合いしていたようです。これがきっかけ

となって、差し替えのない分もあわせて合計 10

万部の新規受注につながりました」

バリアブル印刷の難しさと面白さについて語る

のは、印刷課 課長の三藤準二氏だ。

「バリアブルの印刷品質は人間の目で確認でき

ません。また一枚も無駄にできないので今まで

にない緊張感があります。ただ、見たこともな

い印刷物がつくれるので、やりがいを感じていま

す。今後は技術面でコダックさんの協力を得なが

ら、欠番管理など技術力を高めて次のステップへ

と進んでゆきたいと思っています」

同社は Prosper S10を付加価値を生む装置と

位置付け、システム全体で「他社には真似のでき

ないもの」「自社にしかできないもの」をつくるこ

とを目標としてきた。最大印字幅 20cm、2色印

刷が可能な 2列×2ヘッド仕様としたことも差別

化のひとつ。赤尾取締役は「Prosper S10は、不

可能だったことを自動化、システム化できた」と

話している。この Prosper S10に多ウェブ印刷

やミシン目入れなどプラスαの機能を組み合わせ

ることで、文字通りオンリーワンの製品が生まれ

るのだ。すでにバリアブル＋ミシンによるクーポ

ン印刷なども視野に入れているようで、Prosper 

S10の活用の幅はより一層広がってゆくだろう。
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株式会社高速オフセット

「印刷タイムス」ではバリアブル印刷によるスタンプラリーを実施 選手写真をバリアブル印刷し好評を博した「毎日新聞」2列×2ヘッドで幅20cm、2色印刷が可能なProsper S10

写真は隣接する堺工場




